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2008年度から「毎年調査」と「5年毎調査」の2つの調

査により、各サイトで選定された解析対象種の出現有無や

出現種数等の変動から磯の長期変化をとらえ、自然環境

保全のための基礎情報を得ています。

2025年度の調査では、日本沿岸の6箇所のサイトで、

18度目となる毎年調査と4度目となる5年毎調査を実施

し、解析対象種の出現の有無や生息する生物の種類など

を調べます。

磯調査

主に岩等にて形成された海岸を磯と呼びます。

磯は、岩質・波浪・干出時間・傾斜・方位等の違

いにより、生物にとって複雑な微環境が数多く生み

出される場所です。そのため、磯を利用する生物種は

多く、生物多様性の高い生態系の一つであると言え

ます。また、磯では数多くの生物が岩に固着した生活

様式をとっており、生活空間を移動することができな

いため、小さな環境変化が生物に影響を与えやすい

という特徴もあります。

「磯」とは？

我が国の沿岸域は、磯、干潟、アマモ場、藻場

及びサンゴ礁に代表される生物多様性の高い貴

重な生態系を有しています。

私たちは、これらの生態系から魚介類や海藻な

どの食料を得るとともに、これらの生態系を潮干狩

りや観察会などの余暇や教育活動の場としても利

用しています。また、これら沿岸域生態系の機能

（水質の浄化、台風等による高波を防ぐ作用、

二酸化炭素を吸収する働きなど）は、私たちの生

活に様々な恩恵をもたらしてくれます。
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▲ 潮間帯下部に位置する方形枠：例年と同様に紅藻類のクロハギンナンソウが、岩
礁の表面をほぼ覆い尽していました。また、少ないながら調査対象種のピリヒバも確認さ
れました。

▲ 潮間帯中部に位置する方形枠：調査対象種のうち、キタイワフジツボ、キタアメリ
カフジツボ、マツモ、フクロフノリが確認され、フクロフノリが優占していました。また、サラ
サシロガイやクロタマキビのほか、肉食性の貝類のチヂミボラも見られました。

▲ 潮間帯上部に位置する方形枠：調査対象種のうち、キタイワフジツボ、褐藻類の
マツモ、紅藻類のフクロフノリの3種が確認され、フクロフノリが優占していました。また、
植食性の貝類のサラサシロガイ、シロガイ、クロタマキビも見られました。

▲ キタアメリカフジツボ（外来種）：キタイワフジツボよりやや大型で白色です。本種の
原産地は北米太平洋岸ですが、1990年代頃に日本列島の東北以北に侵入し、本サイ
ト付近では、2007年に初めて確認されました。

▲ フクロフノリ：紅藻類の一種で、食用となります。本サイト全域で例年に比べて生育量が

多く、多数の方形枠内で優占していました。

▲調査地の景観：調査当日の天候は雨で、濃霧も発生していました。夏でありながら気

温は13度と寒く、カッパと胴長を着用して調査しました。

このコンテンツを使用する際は、下記のとおり出典を明記してください。

出典：モニタリングサイト1000 2025年度磯調査速報（環境省生物多様性センター）

(https://www.biodic.go.jp/moni1000/findings/newsflash/pdf/rocky_shores_2025.pdf)

調査者・調査協力者（所属）【撮影した写真】

調査結果の概要

これまでの磯調査の報告書はこちら。

https://www.biodic.go.jp/moni1000/findings/reports/index.html

これまでの磯調査で得られたデータはこちら。
https://www.biodic.go.jp/moni1000/findings/data/index_file_rockyshores.html

▶北海道厚岸郡浜中町に位置する磯です。

▶海岸は砂浜、転石浜及び崖地になっており、

潮だまりはほとんど見られません。

▶陸側にやや奥まった地形で遠浅のため、

波あたりは弱い場所です。

▶調査地周辺は、親潮の強い影響を受ける他、

数年に一度、流氷の影響を受ける場所です。

- 北海道厚岸郡 -厚岸浜中サイト
あ っ け し は ま な か

本サイトでは、優占する種や外来種などの磯生物５種（フジツボ類２

種：キタイワフジツボとキタアメリカフジツボ、海藻類３種：フクロフノリ、マ

ツモ、ピリヒバ）を対象とし、設置された30 個の方形枠（25×25cm）の

うち、いくつの方形枠で出現したかを調べています。

今年度の調査で、それぞれの種が出現した枠の数について、キタイワフジ

ツボが25枠で最も多く、次いでフクロフノリ（写真b）が24枠、マツモが20

枠、キタアメリカフジツボ（写真c）が18枠、ピリヒバが12枠でした。

外来種であるキタアメリカフジツボの出現方形枠数は前年度と比べて1

枠少なくなりました。現時点では普通に観察されるものの、優占種にはなっ

ていません。

調査日 2025. 6. 22

サイト代表者：野田隆史
（北海道大学大学院地球環境科学研究院）

野田隆史（北海道大学）
姚 遠 （北海道大学）
佐藤洸紀（北海道大学）
嵐 恒平（北海道大学）【b,c】
栗原花梨（北海道大学）

鈴木沙菜（北海道大学）【e】
瀧浦なつき（北海道大学）【a,d,f】
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岩崎藍子 （東北大学）
小山 寛 （東北大学）
片倉陽之介（東北大学）
阿部俊朗 （たくほく）
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